
【2009.1.7 吉池→慶谷】 

 

慶谷壽信 先生 

 先生には如何お過ごしでしょうか。『語学漫歩選』発刊の折には、論文の転載をご快諾いただきありがとうござ

いました。おかげ様をもちまして、この単刊は各方面に好意的に受け入れられたようです。ある人（中央アジア

史の専家）の評に「古き良き時代の人文系大学院の熱気を伝える」とありました。 

さて過日、次の単刊の発行につき、古代文字資料館一同で話し合いました。その結果、今後の有坂秀世の人と

学問の研究のために、関係論文をまとめておこうということになりました。 

そこで、慶谷先生の関係論文をまとめて発行できないものだろうかという話になりました。勝手な話ですが、

もしも発行のお許しを戴けましたら、一同これ以上のよろこびはございません。概略を下に記します。先生には、

お心を煩わせることとなるのではないかと心配で、心苦しいのですが、ご一考くだされば幸いです。 

                                 吉池孝一拝 

平成 21 年 1 月 7 日 

記 

1.仮題：『有坂秀世研究 ―人と学問― 』 

2.頁数：約 370 頁。 

3.内容 

 ■論文 

1.前史 ―石塚龍麿から有坂秀世まで―（中国語学 第 228 号）               18 頁 

  2.大正大学の有坂秀世講師（国語学 第 133 集）                              11 頁 

 3.有坂秀世研究のために ―療養生活その他―（人文学報 第 166 号）          44 頁 

 4.有坂秀世博士の学士院賞受賞をめぐって（國學院雜誌 第 85 巻 6 号）         18 頁 

 5.有坂秀世博士の出生の地とその父鉊藏博士のこと（言語 第 13巻第 11 号）     4 頁 

 6.有坂博士追悼講演會について（中國文學研究 第十期）                      14 頁 

 7.有坂秀世略伝試稿 ―出生から高等学校卒業まで―（人文学報 第 180 号）    47 頁 

 8.有坂秀世「山東系の一方音について」をめぐって（國學院雜誌 第 88巻 7 号） 19 頁 

 9.有坂秀世「音韻論」（『音聲の研究』第Ⅵ輯）の成立に関する卑見 

（人文学報 第 198 号）     46 頁 

 10.有坂秀世博士の卒業論文について（野村正良先生受賞記念言語学論集）     15 頁 

 11.有坂秀世略伝試稿 ―大学入学から卒業まで―（人文学報 第 213 号）        25 頁 

 12.有坂理論の展開 ―「音韻變化について」のばあい(上)― 

（人文学報 第 234 号）        35 頁 

 13. 有坂理論の展開 ―「音韻變化について」のばあい(下)― 

（人文学報 第 253 号）        43 頁 

 14.有坂秀世『語勢沿革研究』にみえる「vowel-gradation ノ法則」 

（日本語研究諸領域の視点 下巻）      17 頁 

■その他 

 15.有坂秀世著『国語音韻史の研究（増補新版）』（中国語 第 214 号）            1 頁 

 16.有坂秀世博士の論文について（言語 第 11巻第 3号）                       2 頁 

 17.有坂秀世「劣敗者の人生觀」について（語学漫歩 第八号）                  4 頁 

 18.有坂秀世博士のこと（トンシュエ 第 5号）                                3 頁 

                                   合計 366 頁 

 



4.体裁：既刊の論文をそのまま版下とする。版下使用が不許可の論文については、新たに打ち直す。既単刊と同

様の装丁。 

6.発行部数：300 部。非売品とする。 

7.編集担当：竹越 孝 

8.発行：古代文字資料館 

9.発行予定日：2009 年 10 月末日 

 

 

 

【2009.1.13 慶谷→吉池】 

 

 

 



 

 



 

 

【2009.1.19 慶谷→吉池】 

 



 
 

 

 

【2009.1.30 竹越→慶谷】 

 

拝啓 

 厳寒の候、先生におかれましてはますます御健勝のこととお慶び申し上げます。昨年は『語学漫歩選』の出版

に関し格別のご協力を賜りまして、誠にありがとうございました。お蔭様で、該書は様々な方面から好評をもっ

て迎えられております。 

 さて、先生の有坂秀世博士関連論集出版に向けて、その後も吉池・中村・竹越の三名で議論を重ねております。

本日は、これまでの話し合いの結果を受けて、編集実務の担当である私の方から出版の骨子をご報告申し上げる

とともに、いくつかの点で先生のご意見を賜りたくお便りいたしました。 

 まず、書名は慶谷壽信著『有坂秀世研究のために―その人と学問―』、叢書名として「KOTONOHA 単刊 No.4」を

付し、古代文字資料館編・発行とさせていただきたく存じます。原則として既に出版された刊行物をそのまま版

下とする体裁を取り、版型は B5 版、部数は 300 部を予定しております。 

 現段階で私どもの考えた目次案を同封いたしましたのでご覧下さい。基本的には縦組ですが、「前史―石塚龍

麿から有坂秀世まで―」から始まる横組の部分もございます。配列は、縦組・横組それぞれについて内容を大ま

かに分けたのち、発表時期の順に並べました。下の頁数を合計しますと、今のところ 400 頁となっております。

また、序は中村雅之氏、編集後記は竹越が執筆することとしました。先生には「あとがき」に相当する部分（必

ずしも「あとがき」というタイトルでなくともかまいません）をお願いしたいと思っております。目次の配列等

につき、ご意見やご要望があればお寄せ下さい。 

 今後のスケジュールですが、まずそれぞれの刊行母体である学会・大学・出版社等に連絡して出版の趣旨を説

明するとともに、既刊論文をそのまま版下とすることの可否を尋ねます。許可が得られなかったものについては、



私どもの方で手分けして入力作業を行うことになります。この作業が終了した段階で、先生に見本となる形のも

のをお届けします（その際には中村氏の序文も付します）。先生に、誤植の訂正や補注などの朱を入れていただく

とともに、「あとがき」もご執筆いただき、私どもがそれに基づいて原稿を整えた後、通しページをふって印刷製

本に回す、という手順で行いたいと存じます。今のところ、３月中には先生に見本をお届けし、８月中にはすべ

ての原稿を整え印刷製本に回したいと考えております。 

 刊行費用に関してですが、原則として既に出版された刊行物をそのまま版下として使用する計画であるため、

本書は非売品とし、これまでの KOTONOHA 単刊と同様、吉池・竹越両名の研究費を使って業者に印刷製本を委託

するのがよろしいかと考えております。よって、出版の費用はかからない予定ですので、資金面でのお気遣いは

どうか無用に願います。出刊の折に、先生の方から寄贈先のお名前（団体名を含む）を挙げていただければ、私

どもの方で責任を持って送付作業を行います。同時に、全国の主要大学図書館・研究室にも寄贈し、今後の研究

の進展に役立てていただくつもりでおります。 

 現段階で私どもの方から先生のご意向を伺いたいことが二つほどございます。一つは刊行日で、有坂博士ご生

誕の日である9月5日とするか、または他の日がよろしいか、先生のご希望をお知らせいただけますと幸いです。

いま一つは版下として使用する既刊論文について誤植の訂正を行う際の方法で、①当該箇所に正字を記した紙を

貼って訂正する、②先生の手書き訂正をそのまま印刷する、③当該箇所に印をつけて欄外に注記する、④当該箇

所に印をつけて巻末に注記する等、いくつかの方法が考えられますが、先生のお好みのスタイルをお教え下さい。 

 今後も折に触れてご連絡いたしますが、今回はひとまずここまでといたします。先生のご著書出版のお手伝い

をすることは、私どもにとってこの上ない喜びであり、可能な限り先生のご希望に沿った形でこの計画を進めた

いと思っておりますので、上の二点に限らず、今回のご報告に関して疑問に思われる点や了承しかねる点、また

ご意見やご要望等がございましたら、遠慮なくお申し付け下さい。その際には同封しました返信用封筒をお使い

いただければ幸いです。 

 これから一段と寒さの厳しい季節に向かいますが、お体にはどうかご自愛下さい。 

敬具 

2009 年 1月 30 日 

竹越 孝 

慶谷 壽信先生 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



【2009.2.1 慶谷→竹越】 

 

 



 

 



【2009.2.9 竹越→慶谷】 

拝啓 

 余寒なお厳しき折、先生におかれましてはますます御健勝のこととお慶び申し上げます。先日は早速お便りを

いただきまして、誠にありがとうございました。 

 お返事いただいた件に関しまして、吉池・中村両先輩と私の三名で話し合いました。未だ結論に至っていない

問題もございますが、以下にその結果をご報告申し上げます。 

 まず書名の件、私どもは、先生ご自身が『有坂秀世研究のために―その人と学問―』というタイトルをお望み

なのであろうと解釈していたのですが、必ずしもそうではなかったということで、大変失礼いたしました。 

 これについて再度話し合いましたところ、吉池さんは、先生の意図は承知の上だが、やはり「研究」という言

葉が最もふさわしいということで、 

 ①『有坂秀世研究―人と学問―』 

というタイトルを主張され、中村さんは、「言語学者」がふさわしいということで、 

 ②『言語学者有坂秀世―人と学問―』 

を提案されました。私は、特に遠慮するわけではありませんが、先生がご提案された、 

 ③『有坂秀世博士の人と学問』 

が良いのではと感じております。 

 さて、①～③のいずれがよろしいでしょうか、というのも芸のない話ですが、この件に関しては結論が出てお

りませんので、今後も話し合いを続けたいと思います。先生の方でご意見やご要望がございましたらお寄せ下さ

い。 

 次に、そのまま版下として使用することの許可については、先日私どもの方で各方面に問い合わせの手紙を発

しました。その文と、送付先リストを同封しますのでご一読下さい。今のところ、三省堂、同学社、野田恵剛先

生から使用を認めるという葉書をいただいております。今後、掲載にあたって特定の条件が出されたりした場合

に先生のお手を煩わせることもあるかと思いますが、その際には改めてお願い申し上げることといたします。 

 長崎外語短大の刊行物に掲載された「上代特殊仮名遣研究史の概略」の扱いについてですが、私どもとしまし

ては、この文は確かに有坂博士を中心にすえたものではないが、本書において最も重要な論考と位置づけられる

「前史―石塚龍麿から有坂秀世まで―」を理解する上で大変有用な道標であると認識しており、いわゆる「論文」

として扱いたいと思っております。ただ、何をもって「論文」とし、何をもって「その他」とするかはなかなか

難しい問題ですので、目次では「論文」「その他」といった名称を用いることをせず、１行空けることで大まかな

内容の別を示したらよいのではないか、という意見が出ました。また、目次に出所を入れるのではなく、「初出一

覧」を作った方がよい、という意見もありましたので、再度目次案（と初出一覧）をお目にかけることといたし

ます。よろしくご検討下さい。 

 誤植の訂正方法につき、了解いたしました。先に申し上げました通り、原稿の大枠が固まりましたら、見本と

なる冊子をお送り申し上げますので、先生には誤植訂正や補注などを朱で書き加えてご返送いただきたいと思っ

ております。もちろん、それはいっぺんにではなく、少しずつで結構です。春以降、我々がそれに基づいて修正

を施し、先生に確認してもらう、というやりとりを何回か、あるいは何十回か繰り返して、無事完成までこぎつ

けたいと希望しております。９月５日にすべての作業を終了することを心に期したいと思います。 

 それでは、今回はとりあえずここまでといたします。ご意見やご要望がございましたら、同封しました返信用

封筒をお使い下さい。 

 まだまだ寒い日が続きますが、お体にはどうかご自愛下さい。 

敬具 

2009 年 2月 7日 

竹越 孝 

慶谷 壽信先生 



【2009.2.11 慶谷→竹越】 

 

 



【2009.2.18 慶谷→竹越】 

 

 



【2009.2.20 竹越→慶谷】 

 

拝啓 

 向春の候、先生におかれましてはますます御健勝のこととお慶び申し上げます。 

 版下使用の件ですが、その後もいくつか返信をいただき、現在までのところ、 

日本語学会（国語学）、国学院大学（国学院雑誌）、三省堂（有坂秀世言語学

国語学著述拾遺）、早稲田大学中国文

学会（中国文学研究）、明治書院（日本語研究諸領域の視点）、同学社（トンシュエ）、日本中国語学会

（中国語学）、野村先生受章記念刊行会（同論集）、内山書店（中国語） 

の９機関より使用許可をいただいております。 

 今回はそれに関連してお願いがございます。落合守和先生より『人文学報』版下使用の件でご連絡があり、『人

文学報』の刊行機関である東京都立大人文学部（現首都大学東京都市教養学部人文社会系）に本件を申請するに

あたり、慶谷先生ご自身が発行主体である古代文字資料館に与えた版下使用の同意書を添えてほしいとの依頼が

ございました。即ち、先生に、 

 古代文字資料館が私の論文集『有坂秀世研究のために―その人と学問―』（仮）を刊行するに際し、

『人文学報』の既刊論文をそのまま版下として用いることに同意する。 

という趣旨の一文を署名入りで書いていただき、我々がそれとともに先の依頼書「既刊論文の版下使用に関する

お問い合わせ」を提出すれば、版下使用はよりスムーズに許可されるであろうとのお話でした。 

 そこで、お手を煩わせて大変恐縮ではございますが、同封しました用紙に上記のような文（もちろん、このま

まの文でなくともかまいません）をご執筆いただき、返信用封筒にてご返送いただけないでしょうか。それによ

り我々が書類を整えて申請すれば、落合先生も力になって下さるものと思います。 

 もちろん、先生がこのような同意を与えることはできないとお考えでしたら、遠慮なくそのようにお申し出下

さい。全体の計画を見直すことになるかと思います。前にも申しましたが、私どもは可能な限り先生のご希望に

沿った形で事を進めたいと考えております。また、他にもご意見やご要望がございましたら、何なりとお申し付

け下さい。 

 取り急ぎ要件のみ記しました。まだまだ寒い日が続きますが、お体にはどうかご自愛下さい。 

敬具 

2009 年 2月 20 日 

竹越 孝 

慶谷 壽信先生 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



【2009.2.22 慶谷→竹越】 

 

 



 

【2009.2.23 慶谷→竹越】 

 



 

 

【2009.3.2 竹越→慶谷】 

拝啓 

 春寒の候、先生におかれましてはますます御健勝のこととお慶び申し上げます。 

  『人文学報』の件では色々とご心配をおかけし、申し訳ございませんでした。落合先生のお話ですと、すでに

学部の責任者と事務に話は通してあるので、あとは一定の手続きに従って進めるのみとのことでした。 

 また、本日大修館書店より電子メールで許可とのご回答をいただきました。 

 よって、版下使用に関してはすべての機関から許可をいただいたことになります。これも先生のご人徳の賜物

と一同喜んでおります。 

 これまでにいただいた 10 機関分の回答文（コピー）を同封しましたのでご確認下さい。これらの機関には、

こちらから謝意を伝えるお手紙を発しました。 

 さて、これから実質的な書物作りの作業がスタートするということで、今週編集会議を開いて具体的なスケジ

ュールを決める予定です。色々な点でお願いすることもあろうかと思いますが、どうかよろしくお願いいたしま

す。 

 本日はご報告のみにて失礼いたします。なお、葉書を 10 枚ほど同封しましたので、連絡用として気軽にお使

いいただければ幸いに存じます。 

 まだまだ寒い日が続きますが、お体にはどうかご自愛下さい。 

敬具 

2009 年 3月 2日 

竹越 孝 

慶谷 壽信先生 



【2009.3.2 慶谷→吉池】 

 

 

【2009.3.2 慶谷→竹越】 

 



【2009.3.4 慶谷→竹越】 

 

 

 

【2009.3.10 竹越→慶谷】 

 

拝啓 

 春分の季節、先生におかれましてはますます御清祥のこととお慶び申し上げます。 

 先にお伝えしました通り、版下使用に関してはすべての機関から許可をいただきました。都立大（現首都大）

から届いた葉書のコピーを同封します。また、中村雅之氏による序文も完成を見たとのことで送っていただきま

した。ちなみに、筆の速い中村氏には珍しく、都合４回ほども書き改めたそうです。それだけに、恩師への思い

に溢れた名文で、私なども胸が熱くなりました。以上により、見本となる冊子を作れる段階となりましたので、

ここにお送り申し上げます。 

 これはあくまでも先生にご確認いただき、朱を入れていただくために作ったものです。基本的にはすべての論

文をページごと A4 に拡大コピーし（最終的には B5 にするつもりですが）、目次の順番に配置してファイルに綴

じたのみであり、現段階では通しページも振っておりませんし、印刷の精度にもこだわっておりません。この点

どうかご了承下さい。 

 目次に鉛筆で丸印を打ったものについては、吉池氏所蔵の抜刷を用いてコピーを取りました。当該部分には、

ところどころに先生の直筆で訂正が入っています。この通りに訂正すべし、ということでしたらその旨ご指示下

さい。 



 また、これまでに先生からいただいたお手紙の中で言及のあった箇所、即ち、 

  ① 「前史―石塚龍麿から有坂秀世まで―」91頁における「（9頁。）」→ 「（9頁。圏点，慶谷。）」の修正〔1/19

吉池氏宛及び 2/1 書簡〕。 

  ②「「有坂秀世博士略年譜稿」について」367 頁下段における「右肩に＊を附した…」段落の削除〔2/11 書

簡〕。 

  ③「有坂秀世博士略年譜稿」370 頁上段における「退療」→「退寮」の修正〔2/1 書簡〕。 

  ④同上 371 頁上段における「＊卒業論文…」部分の修正〔2/11 書簡〕。 

  ⑤同上 374 頁上段における「族行」→「旅行」の修正〔2/1 書簡〕。 

  ⑥同上 377 頁下段における「18 年 5 月ごろ ＊…」項目の削除〔2/11 書簡〕。 

  ⑦同上 378 頁上段における「19 年 7 月ごろ ＊…」項目の削除〔同上〕。 

  ⑧同上 378 頁上段における「25 年 1 月 ＊…」項目の削除〔同上〕。 

 については、切り貼りで訂正を加えました。これまた仮のものであり、最終バージョンではありません。ご覧

になってお分かりの通り、①の訂正はいま一つ不恰好ですので、今後よりよい方法を求めて検討していきたいと

思います。 

 こちらから先生に願いしたいことが二つほどございます。 

 その一は朱入れです。先生にはまずこの冊子をばらしていただき、誤植の訂正や補注などを朱で書き加えた上

で、少しずつ、できれば論文２～３篇程度をめどにご返送いただければと思います。我々はその原稿に基づいて

修正を施し、ダイレクト印刷が可能な精度になるまで調整していきたいと思います。また、たとえば「上代特殊

仮名遣研究史の概略」に見られるもののように、補注として書き加えるべき部分がございましたら、当該箇所に

は印をつけ、巻末に一括して「補注」として付け加えますので、その旨ご指示下さい。 

 その二は「あとがき」（必ずしも「あとがき」というタイトルでなくてもかまわないわけですが）の執筆です。

これは夏までにいただければ結構です。こちらでワープロ入力し、同じように校正をしていただくつもりでおり

ます。 

 今後、郵送費がかさむことが予想されますので、本学の A4 版封筒 10 通と 80 円切手 50 枚を同封いたしまし

た。小額切手のため、かえって面倒をおかけするかも知れませんが、ご自由にお使い下さい。 

 最後に申し添えますと、我々としましては８月中にすべての原稿を印刷製本に回せればよいと考えております

ので、時間はまだ充分にございます。先生が根をつめて作業をなさり、お身体にさわるようなことがあっては大

変ですので、くれぐれも無理をなさらないようお願い申し上げます。 

 他にもご意見やご要望がございましたら、何なりとお申し付け下さい。まだまだ寒い日が続きますが、お体に

はどうかご自愛下さい。 

敬具 

2009 年 3月 10 日 

竹越 孝 

慶谷 壽信先生 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



【2009.3.12 慶谷→竹越】 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



【2009.3.16 慶谷→竹越】 

 



 



 



 

 

 

 

 

 

 

 



【2009.3.18 竹越→慶谷】 

前略 

 3 月 12 日付のお葉書ならびに 16 日付の校正原稿 3 篇とお手紙確かに拝受いたしました。これほど早く第一便

をいただけると思っていなかったので大変驚き、また喜んでおります。 

 今後の進め方を含むお申し越しの点は、三人で話し合った上で改めてお手紙差し上げる予定ですので、とりあ

えず同様の作業を継続していただければ幸いに存じます。取り急ぎ「上代特殊仮名遣研究史の概略」のもう一方

のコピーをお送りいたしますので、差し替えていただくようお願い申し上げます。 

 また、今後直接お会いして検討する必要が生じました場合には、我々の方で東京に出向きますので、お気遣い

はどうかご無用に願います。 

 以上要件のみにて失礼いたします。お体にはくれぐれもご自愛下さい。 

草々 

2009 年 3月 18 日 

竹越 孝 

慶谷 壽信先生 

 

【2009.3.22 慶谷→竹越】 

 

 

 

 

 

 



 
 

【2009.3.27 慶谷→竹越】 

 



【2009.4.5 慶谷→竹越】 

 

 



【2009.4.16 慶谷→竹越】 

 

 



 

 

【2009.4.24 慶谷→竹越】 

 



【2009.4.30 竹越→慶谷】 

 

拝啓 

 立夏の候、先生におかれましてはますます御清祥のこととお慶び申し上げます。 

 我々がもたもたしているうちに、先生のほうは再校に向けて日々予習に励んでおられる由、一同恐縮しており

ます。大変お待たせしてしまいましたが、再校用の冊子が出来上がりましたのでここにお届け致します。また、

初校の方はこちらでコピーを取りましたのでご返却申し上げます。お手元にお留めおき下さい。 

 今回の再校も初校時と同様、先生に朱を入れていただきテキストを確定させるために作った冊子です。基本的

には初校で朱の入った箇所を切り貼りで訂正したのみであり、見た目の統一感や印刷の精度等にはこだわってお

りませんので、このままのものが印刷に付されるとはお考えにならないで下さい。二度手間にはなりますが、再

校で本文が確定しましたら、もう一度切り貼りで訂正を加えたのち、すべてのページを１枚ずつレイアウト用紙

に貼ってダイレクト印刷用の原本を作る予定です。今回の作業は主に竹越が行いましたが、最終段階では３名で

協力してこの作業を行うつもりです。 

 ご覧になってお分かりのように、今回は通しページを鉛筆で書き加えております。横組の部分には、縦組から

続く右起こりのページとは別に、左起こりのページ数を付け、それをカッコ内に入れました。 

 全体の構成は、今のところ、 

 序（中村雅之） 

 目次 

 本文 

 校勘記 

 補注 

 あとがき（慶谷壽信） 

 編集後記（竹越孝） 

 というものを考えております。校勘記の部分で旧版と新版の違いを一覧の形で示し（ただし字体や仮名遣いの

相違は挙げないこととする）、補注でその違いに関するコメント、例えば今回の初校で先生が附箋にお書き下さ

ったようなコメントを挙げていってはどうかと考えております。なお、文章全体に関するコメントがあれば、そ

れは「補遺」とし、例えば今回の「有坂秀世『劣敗者の人生觀』について」の箇所のように、篇の最後に配置し

たいと思います。ただ、校勘記・補注・補遺の体裁については未確定な要素も多いので、今後も相談させていた

だくつもりでおります。 

 個々の篇について、先生がお書き下さった疑問点やご要望に対するご返答やご提案は附箋に記しましたので、

併せてご覧いただければと思います。 

 前回は２～３篇ずつご返送いただくようお願いしましたが、先生もお感じになられたように、これはあまり良

くない方法だったと反省しております。途中で方針が変わった場合に、さかのぼって訂正することができないた

めです。どうも申し訳ございませんでした。今回は、すべての篇をじっくりご覧いただき、小分けではなく、フ

ァイル全体をご返送いただければと思っております。刊行までのスケジュールからしますと、７月までにお送り

いただければ十分かと思います。ただ、くれぐれも無理をなさらないようお願い申し上げます。 

 他にもご意見やご要望がございましたら、何なりとお申し付け下さい。では、これから暑い季節に向かいます

が、お体にはどうかご自愛下さい。 

敬具 

2009 年 4月 30 日 

竹越 孝 

慶谷 壽信先生 

 



【2009.5.2 慶谷→竹越】 

 

 

【2209.5.30 慶谷→竹越】 

 



 

 

【2009.6.1 慶谷→吉池】 

 



 

 

 



【2009.6.4 竹越→慶谷】 

 

 



【2009.6.10 竹越→慶谷】 

拝啓 

 梅雨の候、ますます御健勝のこととお慶び申し上げます。 

 昨日、中村・吉池・竹越の３名で今後の方針について話し合う機会を持ちましたので、その結果につき簡単に

ご報告申し上げます。その際、吉池氏宛のお手紙も見せていただきましたので、お問い合わせの件についても触

れさせていただきます。 

 まず装丁ですが、公的な資金を使って印刷製本を行うこと、『KOTONOHA 単刊』の 1冊として刊行することから、

平装本といたします。 

 また部数は、『単刊』シリーズを一律 300 部と決めておりますので、今回もそのようにさせていただきたく存

じます。大学・図書館の送付先は多くても 100 部と見積もっておりますので、全体として 300 を超えることはな

いと考えております。万一超過した場合は、来年度に増刷を行うつもりです。 

 次に体裁についてですが、ご希望通り著者名の部分は削除いたします。また、こちらで通しページをつけると、

篇によっては３箇所にページが入ることになるので、もとの論文ページは一律に削ることといたします。 

 校正に関しては、ご希望通り小字はできるかぎり使わないようにするとの方針を取ります。「つ」などの一字直

しは、当該論文中の文字をコピーして使うことといたします。また、引用の一字下げは、行わないこととさせて

いただきます。 

 また、『言語』所載の写真について、ポジをお借りできますと幸いです。 

 なお、「ぶっくれっと」の「つ」ですが、我々としては小さい「つ」であろうとの認識で一致しました。 

 

 今後は、①きれいなコピーを取り、②切り貼りで訂正を加え、③修正液でヨゴレを消し、④レイアウト用紙に

貼りつけ、⑤コピーを取って、⑥ページを印字する、という作業を１篇ずつ、３名が協力して行っていきます。

まず来週、第１篇「大正大学の有坂秀世講師」に着手しますので、それが終了した段階でサンプルとしてお送り

申し上げるつもりです。 

 では今後ともどうぞよろしくお願いいたします。暑い季節に向かいますが、お体にはどうかご自愛下さい。 

敬具 

2009 年 6月 10 日 

竹越 孝 

慶谷 壽信先生 

 

【2009.6.17 竹越→慶谷】 

拝啓 

 先生におかれましてはますます御健勝のこととお慶び申し上げます。 

 先にお知らせしました縦①「大正大学の有坂秀世講師」のサンプルをお送り申し上げます。概ね先便で記した

方法によって作成したもので、再校も同封しましたのでご確認いただければと思います。特に問題がなければ、

ご返送いただかずとも結構です。夏休みに入るまでは、毎週火曜日の夕方をこの作業に割くこととし、とりあえ

ず１篇ずつ作成していく予定ですので、その都度お送り申し上げます。 

 では、お体にはどうかご自愛下さい。 

敬具 

2009 年 6月 17 日 

竹越 孝 

慶谷 壽信先生 

 

 



【2009.6.19 慶谷→竹越】 

 

 



【2009.6.24 竹越→慶谷】 

拝啓 

 先生におかれましてはますます御健勝のこととお慶び申し上げます。 

 お手紙ならびにお写真、確かに拝受しました。ありがとうございます。お写真のほう、大切に使いますのでし

ばらくお借りさせて下さい。お手紙にあった三輪伸春先生は鹿児島大学で同僚でしたが、私はもと教養部という

ことで研究棟も異なり、数えるほどしか言葉を交わした経験がありません。このような志向をお持ちの方と知っ

ていれば、もっと話しておくのでした。三輪先生は 1947 年生まれですので、連絡先は「〒890-0065 鹿児島市郡

元 1-21-30 鹿児島大学法文学部英語学研究室」でよろしいかと思います。 

 引き続き縦②「有坂秀世研究のために―療養生活その他―」の三校をお送り申し上げます。再校も同封しまし

たのでご確認いただければと思います。 

 では、お体にはどうかご自愛下さい。 

敬具 

2009 年 6月 24 日 

竹越 孝 

慶谷 壽信先生 

 

【2009.6.25 慶谷→竹越】 

 

 

 

 



【2009.6.25 慶谷→竹越】 

 

 

【2009.6.26 慶谷→吉池】 

 



 

 

【2009.7.1 竹越→慶谷】 

拝啓 

 先生におかれましてはますます御健勝のこととお慶び申し上げます。 

 引き続き縦③「有坂秀世博士の学士院賞受賞をめぐって」及び縦④「有坂秀世博士の出生の地とその父鉊藏博

士のこと」の三校をお送り申し上げます。再校も同封しましたのでご確認いただければ幸いです。 

 また、本日吉池氏さん宛でお寄せいただいたご要望について話し合いました。第１刷として 300 部を印刷する

方針については変更ありませんが、先生にはその内 250 部をお預けし、ご自由にお使いいただくということで如

何でしょうか。なお、大学からは研究費で印刷製本を行う場合に、その一部を私費でまかなうというのは経理上

問題がある、100％公費でなければ 100％私費しかない、と言われております。我々も苦しいところですが、この

点どうかご了解いただければと思います。 

 では、今後ともよろしくお願い申し上げます。お体にはどうかご自愛下さい。 

敬具 

2009 年 7月 1日 

竹越 孝 

慶谷 壽信先生 

 

 

 

 

 

 



【2009.7.3 慶谷→竹越】 

 

 

【2009.7.11 慶谷→竹越】 

 



【2009.7.15 竹越→慶谷】 

拝啓 

 先生におかれましてはますます御健勝のこととお慶び申し上げます。 

 １週間空きましたが、引き続き縦⑤「有坂博士追悼講演会について」及び縦⑥「有坂秀世略伝試稿―出生から

高等学校卒業まで―」の三校をお送り申し上げます。再校も同封いたしました。また、７月１１日付のお葉書で

ご指示いただいた点も修正しましたので、「大正大学」の当該ページにつきましてもご確認いただければ幸いで

す。 

 では、今後ともよろしくお願い申し上げます。お体にはどうかご自愛下さい。 

敬具 

2009 年 7月 15 日 

竹越 孝 

慶谷 壽信先生 

 

 

【2009.7.15 慶谷→吉池】 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

【2009.7.17 慶谷→竹越】 

 

 

【2009.7.22 竹越→慶谷】 

拝啓 

 先生におかれましてはますます御清祥のこととお慶び申し上げます。 

 引き続き縦⑦「有坂秀世『山東系の一方音について』をめぐって」及び縦⑧「有坂秀世略伝試稿―大学入学か

ら卒業まで―」の三校刷をお送り申し上げます。再校も同封いたしました。前者に引かれる有坂氏の書簡につい

ては「つ」の大小に関する指示がございませんでしたのでそのままになっておりますが、これでよろしかったで

しょうか。ご確認いただければ幸いです。 

 では、今後ともよろしくお願い申し上げます。お体にはどうかご自愛下さい。 

敬具 

2009 年 7月 22 日 

竹越 孝 

慶谷 壽信先生 

 

 

 

 

 

 

 



【2009.7.23 慶谷→竹越】 

 

 



【2009.7.24 慶谷→竹越】 

 

 

【2009.7.25 慶谷→竹越】 

 



 

 

【2009.7.28 竹越→慶谷】 

拝啓 

 先生におかれましてはますます御清祥のこととお慶び申し上げます。 

 7 月 23 日、24 日、25日付の貴簡拝受いたしました。急遽三人で話し合った結果、参照ページについては一律、 

【本書○○頁】 

の形で横に注記することといたしました。遡って修正が必要なものもございますが、とりあえず縦⑦「有坂秀世

『山東系の一方音について』をめぐって」において修正を加えたページと、縦⑨「有坂理論の展開―『音韻變化

について』のばあい（上）―」の三校をお送りしますので、ご確認いただければ幸いです。 

 では、今後ともよろしくお願い申し上げます。お体にはどうかご自愛下さい。 

敬具 

2009 年 7月 28 日 

竹越 孝 

慶谷 壽信先生 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



【2009.8.1 慶谷→竹越】 

 

 

【2009.8.5 竹越→慶谷】 

拝啓 

 先生におかれましてはますます御清祥のこととお慶び申し上げます。 

 8 月 1 日付のお葉書拝受しました。引き続き縦⑩「有坂理論の展開―『音韻變化について』のばあい（下）―」、

縦⑪「上代特殊仮名遣い研究史の概略」、縦⑫「有坂秀世博士略年譜稿」、縦⑬「有坂秀世博士の論文について」、

縦⑭「有坂秀世博士のこと」計５本の三校刷をお送り申し上げます。再校も同封いたしましたので、ご確認いた

だければ幸いです。今回で一応縦組は終わったことになります（遡って参照ページを訂正すべき個所を除く）。 

 そろそろ印刷製本の見積りを取る時期となりましたが、表紙の色については何色がお好みでしょうか。 

 今後ともよろしくお願い申し上げます。お体にはどうかご自愛下さい。 

敬具 

2009 年 8月 5日 

竹越 孝 

慶谷 壽信先生 

 



【2009.8.7 慶谷→竹越】 

 

 



【2009.8.10 慶谷→竹越】 

 

 

【2009.8.15 慶谷→竹越】 

 



 

 

 

【2009.8.19 竹越→慶谷】  

拝啓 

 先生におかれましてはますます御清祥のこととお慶び申し上げます。 

 8 月 10 日付及び 15 日付の貴簡拝受いたしました。引き続き横③「有坂秀世博士の卒業論文について」、横②

「有坂秀世「音韻論」（『音聲の研究』第Ⅵ輯）の成立に関する卑見」、横①「前史―石塚龍麿から有坂秀世まで―」

計３本の三校刷をお送り申し上げます。再校も同封いたしましたので、ご確認いただければ幸いです。また、三

校に基づいて修正したページ、遡って【 】内に参照ページを付加したページも入れましたので、合わせてご確

認の上、差し替えていただければ幸いです。 

 さらに、今回は「あとがき」の初校刷も同封いたしましたのでご確認いただければ幸いです。一連の作業を通

じて校正に伴う小字はほぼなくなったかと思いますが、書き換えの要があればご指示下さい。 

 我々にもいよいよ終りが見えてまいりました。お体にはどうかご自愛下さい。 

敬具 

2009 年 8月 19 日 

竹越 孝 

慶谷 壽信先生 

 

 

 

 

 

 



【2009.8.22 慶谷→竹越】 

 

 



【2009.8.23 慶谷→吉池】 

 

 



 

 

【2009.8.29 慶谷→吉池】 

 



 

 

【2009.9.1 慶谷→竹越】 

  



【2009.9.3 慶谷→竹越】 

 

 



【2009.9.3 慶谷→竹越】 

 

 

【2009.9.7 慶谷→竹越】 

 



 

 

【2009.9.11 慶谷→竹越】 

 



 

 

 

【2009.9.15 竹越→慶谷】 

拝啓 

 先生におかれましてはますます御清祥のこととお慶び申し上げます。 

 9 月 11 日付の貴簡拝受いたしました。遠藤由里子先生からも東京信愛教会の件でお手紙をいただきましたの

で、送付リストがこれで確定いたしました。 

 校正刷の件では失礼しました。責了の三校とともに同封しますのでご査収下さい。また、ホームページ掲載の

件も了解いたしました。 

 印刷製本業者からは遅くとも 18日（金）までには納本するとの連絡を受けておりますが、私が 17日（木）よ

り海外出張（学会発表のため）ですので、その前に届かなかった場合には吉池さんに処理を頼みます。連休前に

はお手元にお届けしますのでご安心下さい。 

 では、お体にはどうかご自愛下さい。 

敬具 

2009 年 9月 15 日 

竹越 孝 

慶谷 壽信先生 

 

 

 

 

 

 



【2009.9.16 慶谷→竹越】 

 

 

【2009.9.22 慶谷→吉池】 

 



 

 

【2009.9.24 慶谷→竹越】 

 



 

 

 



【2009.9.26 慶谷→吉池】 

 

 



 

【2009.9.30 慶谷→竹越】 

 


